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仙
台
市
地
下
鉄
は
、昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）

に
八
乙
女
・
富
沢
間
で
開
業
し
ま
し
た
。
全
国
で

九
番
目
、
東
北
で
は
初
め
て
の
地
下
鉄
で
す
。

　

仙
台
市
で
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

の
開
業
以
来
、
路
面
電
車
（
市
電
）
が
市
民
の

足
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
一

日
の
平
均
利
用
者
数
が
九
万
人
を
超
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
に

よ
り
交
通
渋
滞
が
深
刻
化
し
、
昭
和
四
十
年
代

に
な
る
と
市
電
の
利
用
者
は
減
少
、
廃
止
へ
と

向
か
い
ま
す
（
昭
和
五
十
一
年
全
面
廃
止
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
仙
台
市
で
は
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
昭

和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
設
置
さ
れ
た
仙

台
市
交
通
計
画
委
員
会
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
、
仙
台
駅
を
中
心
と
し
た
七
路
線
、
総
延
長

四
五・
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
下
鉄
を
昭
和

六
十
年
を
目
標
に
整
備
し
、
特
に
交
通
量
が
多

い
、
泉
市
を
含
む
南
北
方
向
の
路
線
を
優
先
し

て
建
設
す
る
べ
き
、と
の
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
地
下
鉄
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
途
中
、
工
事

の
遅
れ
も
あ
り
、
昭
和
六
十
年
三
月
に
よ
う
や

く
十
六
の
駅
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
七
駅
は
、
住
民
か
ら
の
要
望
な
ど
に
よ
り

仮
駅
名
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
決

定
し
た
駅
名
は
、
八
乙
女
（
七
北
田
）、
黒
松
、

旭
ケ
丘
、
台
原
（
瓦か

わ
ら

山や
ま

）、
北
仙
台
、
北
四
番

丁
、
勾
当
台
公
園
（
勾
当
台
）、
広
瀬
通
、
仙
台
、

五
橋
（
五
ツ
橋
）、
愛
宕
橋
、
河
原
町
、
長
町

一
丁
目
（
広
瀬
橋
）、
長
町
、
長
町
南
（
鍋な

べ

田た

）、

富
沢
（
泉
崎
）
駅
（
か
っ
こ
内
は
仮
駅
名
）
で

す
。
こ
の
う
ち
、
八
乙
女
駅
と
黒
松
駅
は
、
当

時
泉
市
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
七

月
十
五
日
午
前
五
時
四
十
五
分
、
乗
客
四
百
人

を
乗
せ
た
一
番
電
車
が
富
沢
駅
か
ら
八
乙
女

駅
に
向
け
て
発
車
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
祝
賀

行
事
も
行
わ
れ
、
開
業
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

開
業
直
後
の
一
日
平
均
利
用
者
数
は
、
開
業

前
の
見
込
み
約
二
十
三
万
人
の
半
分
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
周
辺
地
域
の
宅

地
開
発
が
進
み
、
当
初
の
目
標
人
数
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
利
用
者
数
は
徐
々
に
増
え
、
重

要
な
市
民
の
足
と
な
り
ま
し
た
。
課
題
で
あ
っ

た
泉
市
中
心
部
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
昭
和

六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、
泉
市
が
仙
台
市
と

合
併
し
た
後
、
工
事
が
開
始
さ
れ
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
七
月
に
泉
中
央
駅
ま
で
の
全
線

一
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
七
月
二
十
九
日
か

ら
十
月
十
六
日
ま
で
七
北
田
赤あ

こ

生う

津づ

地
区
を
主

会
場
と
し
て「
’89
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
せ
ん
だ
い
」

（
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
選
定
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
地
下
鉄
八

乙
女
駅
が
近
い
こ
と
で
し
た
。
百
万
人
の
入
場

者
数
を
想
定
し
て
お
り
、
交
通
渋
滞
と
駐
車
場

問
題
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
地
下
鉄
利
用
を
積

極
的
に
周
知
し
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
八
乙
女
駅
か
ら
会
場
ま
で
は

無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行

い
、
利
便
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

約
百
三
十
九
万
人
の
総
入
場
者
数
の
う
ち
、

地
下
鉄
を
利
用
し
た
来
場
者
は
約
四
十
万
人
で

し
た
。
地
下
鉄
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
大
量
輸
送
の
実
現
と
、
地
域
の
活
性
化
の
役

割
も
果
た
し
た
の
で
す
。
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